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 《地域に入りこんだ支援を》 

   平成２３年から２４年にかけて提案実施した「高齢過疎地域における共助力アップ支

援事業〈横手モデル〉」で、平成２４年９月から１０月にかけて横手市内に４つの共助
組織の立ち上げを支援しました。（共助社会づくり部門） 

秋田県南ＮＰＯセンター 

中間支援組織（ＮＰＯ）として平成１６年１２月に設立。 

秋田県南部のＮＰＯやボランティア団体の支援を行なっている。 

 

・男女共同参画部門（南部男女共同参画センター指定管理） 
・市民活動部門（市民活動サポートセンター受託） 
・協働推進部門（ＮＰＯ派遣相談員事業） 
・サポートステーション部門（若者就労支援事業） 

・共助社会づくり部門 

（共助組織設立・運営支援、地域・自治会支援） 



共助組織〈横手モデル〉 

【目指したもの】 

１０年後２０年後を見据え、なるべく行政のみに頼らないで自立可能な 

地域共助の核となる「地域共助組織」の育成（組織づくり） 

横手市内の４地域をモデル地区として社会実験を開始（平成２４年） 

・保呂羽地区自治会、三又共助組合、狙半内共助運営体、南郷共助組合の設立 

・勉強会、情報交換の場としての「共助組織」代表者ネットワーク会議を設置 

 ※平成２７年には１０団体による横手市共助組織連合会に発展 



人口約４３０人、過疎化、高齢化の進む豪雪地帯となっています。 

滝ノ下地区では、自宅から一番近いバス停まで３キロ以上という高齢者が多数おり、車を運
転できない方々にとって、通院や買い物が困難な地域となっていました。 

 

平成２４年９月２６日に狙半内共助運営体が設立され、狙半内自治会から会長、副会長、地
域センタ－から会長、副会長、２地区の老人クラブ会長２名、６集落の会長、合わせて１２名
が設立会に参加しました。２４年１２月から雪下ろしを含む除排雪や、通院買い物送迎サー
ビスなどの活動を開始しました。 

横手市狙半内地域について 



【狙半内地区の通院・買い物送迎サービス】 
平成２４年度の社会実験のみ住民ボランティアを実施（H24.12~H25.3） 

狙半内地区には羽後交通のコ
ミュニティバスが走っていました
が、終点が上畑温泉さわらびで、
その奥にある滝ノ下集落までは
道幅も狭く、路線バスが通ったこ
とはありませんでした。そのため
交通手段を持たない高齢者は冬
期間もバス停まで３キロ歩かなけ
ればならず、奥山会長の提案で
社会実験として通院・買い物送迎
サービスを実施しました。 



バスが通らない冬道を交通手段を持たない高齢者が、バス停まで２～３キロ歩いていた。 
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狙半内滝ノ下の積雪 
〔積雪３ｍ（写真は２０１４年）〕 



２５年４月、住民による継続が困難とされた狙半内地区の買い物送迎支援について
スーパーモールラッキーを経営する株式会社マルシメさんに、支援してもらえること
になりました。 

株式会社マルシメさんと協定を結び、無料シャトルバスを運行 



「小旅行みたいだよ」 
「毎週金曜日が楽しみ」 
 
「友だちが出来たよ」 
「長生きしてよかった」 
 
 

※ 「地域の利点」と「企業の利点」が両方存在している。（おたがいに良い仕組み） 

毎週金曜日午前のみ増田町
と十文字のスーパーまで運行。 

 

行きは滝ノ下から9：00発、 

帰りはスーパーから11：30発。 

 

運行時間片道約40分。 



横手市と狙半内共助運営体（平成２９年１１月１０日） 
自家用有償旅客運送の実証実験開始にかかる契約締結式 

 １１月からミニバンを運行開始 

※社会実験はトヨタ自動車と連携して実施され、平成３０年
９月まで行なわれた。車両は３月に横手市がトヨタ自動車
から買い取り、引き続き１０月からの本格運行でも使用され
ている。 





改善すべき点は横手市との直接対話により改善され、利用者も増加しました。路線バス（コミュニティバス）を廃止し、 
ミニバンへ切り替える旨の説明会でも、「ミニバンを走らせてもらえるなら」.と反対者はいませんでした。 



スーパーまでの無料シャトルバスも継続し
て運行しています。週一回金曜の午前中の
運行で、それは開始当初と変わりありませ
ん。一方ミニバンは月曜～木曜に一日４往
復の運行となります。 

双方とも時刻表を基にした運行ですが、ミニ
バンは一部無料シャトルバスの入らない集
落も細かく運行し、目的地まで行くことが出
来ます。また、狙半内地域内はどこでも乗り
降り出来ます。 



 
 

ミニバンは「トヨタエスクァイア」７人乗り 

 ご年配の方も家の近くまで乗り降り出来て荷物を運ばなくても良いので楽だと喜こんでいます。若い
方からも家のお爺ちゃんやお婆ちゃんを乗せてくださいとの電話もかかって来ます。そして地域の人
達が運転しているので安心して頼めると言ってくれます。若い方は家族を病院まで連れて行くために
会社を休まなくても良くなり、安心して仕事が出来るそうです。地域の足が若い方にも貢献しているこ
とに気がつきました。 

 平成３０年１０月は１２３名、１１月には１６２名の方に利用していただきました。ミニバンを走らせるこ
とが狙半内地区の見守りにもつながり、地域とのコミュニケ－ションがだんだん密になってきました。
横手市にも地域の要望や困りごとを把握して頂き、良い方向に進んでいます。 
  
                                   （狙半内共助運営体 会長 奥山良治さん） 

ドライバーは男性７名、６０～６９歳（平成
３０年１１月現在）の方が交代で担当して
います。運転前の飲酒反応の有無など
は狙半内共助運営体会長の奥山良治さ
んが行なっています。 


